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地域を代表し、皆さまに感謝いたします
ゲゲ地域の子どもたちのために、継続的にご支援くださりありがとうございます。

今年最大の成果は、子どもの保護のために、子どもへの暴力をなくすキャンペーン

を行ったことです。その結果、虐待は罰せられるようになり、子どもたちは安全な

環境で過ごすことができています。

今後の課題は、安全な飲料水をより多くの家庭に届けることです。皆さまのご支援

を通し、より多くの子どもたちが安全な水や衛生用品を手に入れられるよう、活動

を続けてまいります。温かいお気持ちとご支援に感謝いたします。

ヌタンド・マブザ
ゲゲ地域開発プログラム　マネージャー

2020年　プログラム近況報告
エスワティニ　ゲゲ地域開発プログラム



「以前、ぼくたちの学校では、トイレ

の後や食事の前に手を洗うことができ

ませんでした。手洗い場ができたおか

げで、今では手を洗う習慣が身につき

ました」

ヴシくん、11歳 

（左、紺色の服を着ている男の子）

459人
の女の子と306人の男の子が、 

2つの小学校でトイレが出来たおかげ

で、より衛生的な環境で勉強すること

ができています。

の子どもたちが、登下校中の子どもの

安全を確保するために安全評価を受け

ている学校に通っています。

765人

1,768人
の子どもたちが性と生殖に関する健康

と権利や、子どもの保護に関する話し

合いに参加しました。

1,821人
の子どもたちが子どもクラブに参加し、

家族の手伝いや、家族への思いやり、

感謝することについて学びました。

ご支援により、ゲゲ地域の子どもたちが 

よりよい環境で育つことができています



汚染水が原因で病気になって 

学校を休むことはもうありません

サネリソくんが住む地域の家庭には、悪天候に耐えられないプラスチック製のト

イレしかありませんでした。サネリソくんの家族や地域の人々は、雨が降ると、茂

みの中で排泄をしていたので、近くの水源に流れ込み、飲料水を汚染し、多くの子

どもたちが病気になっていました。

「地域の人たちと一緒に、衛生教育を受け、トイレ建築のための材料を受け取り

ました」と、12歳のサネリソくん(中央、青いシャツ)は言います。 

「ぼくの家族は清潔なトイレを作りました。全体がしっかり覆われているので、雨

や日差しからぼくたちを守ってくれます。また、便器のふたは、ハエが媒介となる病

気を防いでくれます。地域の人たちも同じようにトイレを作ったので、近くの水源

が清潔になりました。これからは、ぼくも友だちも汚染水のせいで病気になって、

学校を休むことがなくなると思います」



ご支援いただきありがとうございます。
貧困の原因を根本から解決することで生きることが 

困難な2億人以上の子どもたちの生活が改善しました 

（ワールド・ビジョン全体での数字です）

「保健ボランティアとして、5歳未満の子どもの発育状態を定期的に観

察しています。以前よりも保健施設の負担が減り、効率良く子どもの

発育管理ができていることをうれしく思います」  

– シホーナさん、地域保健ボランティア

 
エスワティニ　ゲゲ地域開発プログラム

2019年度（2018年10月1日～2019年9月30日）

プログラム支援額 (単位：円)

チャイルド・スポンサーシップ当期支援額 44,755,008

前期からの繰越額 1,787,613

プログラム支援額合計 46,542,621

プログラム支出額
保健・栄養プロジェクト 12,923,308

水・衛生プロジェクト 17,612,245

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト 13,182,777

プログラム支出額合計 43,718,330

次期繰越額 2,824,291

会計報告 活動内容

　 保健・栄養プロジェクト
・　母子保健に関する知識向上のための啓発

・　母子保健サービスに必要な物品の提供

・　住民組織への衛生や栄養改善に関する研修

　 水・衛生プロジェクト
・　トイレ、井戸、水道など衛生設備の設置支援

・　保健や衛生習慣についての研修

・　トイレを使用することの重要性に関する啓発

お問い合わせ先

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL:03-5334-5351
Eメール：dservice@worldvision.or.jp　ホームページ：www.worldvision.jp

プログラム番号：SWZ-189622

　 スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・　手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流

・　チャイルドの定期的なモニタリング

・　「子どもを中心とした開発」についての啓発活動


